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創刊によせて
日頃より、本学の教育研究活動につきまして格
別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。また、新
型コロナウイルス感染症により、日々のご生活に影
響を受けられた皆様に心よりお見舞い申し上げま
すとともに、感染症研究に従事する長崎大学は、収
束に向け微力ながら尽力させていただく所存です。
現在、本学では、坂本キャンパスにおきまして、感
染症共同研究拠点実験棟（BSL-4施設）の建設
工事を2021年の完成を目指して進めております。
感染症共同研究拠点では、2016年から29回にわ
たり、地域の皆様との意見交換の場として、地域連
絡協議会を開催して参りました。委員の方 を々はじ
め、多くのご意見やご質問を頂戴し、その協議内容
のご報告を「地域連絡協議会の報告会」として情
報発信を行って参りました。

この度、地域連絡協議会でなされた多くの議論
を、より広く発信してほしいというご要望にお応えす
るため、本リポートを創刊いたします。第１号は、
2020年2月に開催した「第29回地域連絡協議
会」の内容を、地域の皆様にご紹介するものとなっ
ております。工事の進捗状況や、地域の皆様から
のご質問に対する回答を掲載し、今後も継続して
議論された内容をお伝えしていきます。
本リポートを通して、地域の皆様とのより活発な

コミュニケーションの機会が得られれば幸甚です。
ご意見、お問い合わせなどございましたら、お気軽に
ご連絡くださいますよう、これからもよろしくお願いい
たします。
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ご意見・お問い合わせはこちらまでお気軽にご連絡ください。

より詳しくお知りになりたい場合は、長崎大学感染症共同研究拠点ホームページをご覧ください。
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長崎大学の感染症研究施設の今をお伝えする
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地 域 連 絡 協 議会とは
高度安全実験（BSL-４）施設の検討状況に関する情報を地域の皆様へお伝え
し、議論を行っていくため、「長崎大学における感染症研究拠点整備に関する地
域連絡協議会」を2016年に設置いたしました。この協議会は長崎県、長崎市、長
崎大学を構成員とした「感染症研究拠点整備に関する連絡協議会」において決
定されました。
これまでに地域連絡協議会は29回開催され、昨年11月の第27回からは、その内
容の「報告会」を開催しております。第29回地域連絡協議会は2020年2月に開催
され、大学からのご報告事項に続き、各委員からのご質問・ご意見等を頂戴しま
した。過去の協議会の内容や資料につきましては、長崎大学の感染症共同研究
拠点ホームページに掲載されておりますので、是非ご覧ください。

2020年2月に開催された第29回地域連絡協議
会では、１）建設工事の状況、２）第28回地域
連絡協議会の報告会、３）令和2年度（案）にお
ける長崎大学のBSL-4施設を中核とする感染
症研究拠点の形成に係る経費の計上（文部科
学省）についてご報告させていただきました。

坂本キャンパス付近に設置した工事案内看
板や、ホームページなどで工程表を表示するこ
とを検討します。（2020年4月までに坂本キャ
ンパスの正門と北門に週間工程表を、北門と
グランド北側フェンスに全工程表を設置）

工事の進捗状況を住民にもっとわかり
やすく、積極的に報告する必要がある
のではありませんか。

Q

A 国家予算の公共工事であり、公平性公正性
を維持するため、監理者である大学が下請け
業者の指定をすることはできません。また、世
界最高水準の構造物を造る際、地元業者だ
けでは対応できないのが現状です。なお、現在
長崎市では様々な大規模工事が行われてい
るため、県内の業者の確保が困難な状況でも
あります。

工事を請負う地元業者は全体の45％
（12月末現在）とのことですが、元請け
業者に少なくとも過半数以上は使うよ
う要請はできないのですか。

Q

A

より多くの方に参加いただけるように案内を工夫
します。協議会の委員の皆様にも声を掛けてい
ただくなど協力をお願いしたいと考えております。

近隣住民向けに、地域連絡協議会の
「報告会」を開催していますが、もっと
参加者数が増えるように努力すべきで
はありませんか。

Q

A

もう少し議論が深まったところで、地域の学校
代表や消防、長崎市の防災の担当者などを
加えたメンバーとした形に本会が移行すること
も想定されます。皆さんのご意見を参考にしな
がら改めて議論をしたいと考えております。

地域連絡協議会に小中学校の校長先
生に参加いただくとの議論もありました
がどのようになりましたか。

Q

A
論文や報道等を通じて国内外のBSL-4施設に
関する情報の収集に努めてまいります。また、注
目すべき情報については協議会の場などを通じ
てご報告できるようにしたいと考えております。

安全対策など、説明会の場等を活用
し、住民にぜひ情報提供していただき
たい。住民も流れが分かり理解が進む
と思う。

Q

A
「長崎大学共同研究規定」には「共同研究は
…人類の福祉と文化の向上への貢献を目的
とする研究に限るものとし、軍事等への寄与を
目的とする研究は、受け入れの対象としない」
と既に定められておりますので、軍事研究には
使用できません。

ここでの研究は、人命のため、ワクチン
を作るためなどの研究に特化し、軍事
研究などに使用できないようにルールと
して明示していただきたい。

Q

A

長崎市では、災害時に気象情報や避難情報
を、防災行政無線のほか、防災メール、テレビ
のデータ放送（NBC）など様々な手段で発信し
ていますが、BSL-4施設での緊急事態発生時
における伝達方法については、どのような伝達
手段が効果的か、長崎市と長崎大学で引き続
き協議していきます。

BSL-４施設での緊急事態発生時の地
域への伝達手段について、防災ラジオ
の活用を長崎市にお願いしましたが、
なぜできないのですか。緊急事態が生
じた場合、長崎市はどのような伝達手
段を考えているのかを教えてください。

Q

A

完成後に見学できる機会の提供を考えており
ます。

免震装置は既に現場で組み込まれて
いるようですが、実際にもう見ることは
できませんか。

Q

A

主なご意見・ご質 問第29回地域連絡協議会第29回地域連絡協議会 2020.02.07開催

（内訳）
研究支援（研究に必要な設備の整備）等 約13億9千万円
施設の建設 約16億5千万円
附帯設備の整備 約11億円
感染症教育研究拠点の形成に係る人件費等 約2億4千万円

１）建設工事の状況
施設整備担当者より1月時点での建設工事の
状況を写真と共に説明させていただきました。

２）第28回地域連絡協議会の報告会
12月11日に開催した『「第28回地域連絡協議
会」の報告会』での内容をご報告させていただ
きました。19名の方が参加され、「今後の発展
状況や世界における取り組みの様子が知りた
い」「研究内容について知りたい」等のご意見
をいただきました。

３）令和2年度予算（案）における長崎大学の
BSL-4施設を中核とする感染症研究拠点の形成に
係る経費の計上（文部科学省）
長崎大学のＢＳＬ-４施設を中核とした
感染症研究拠点の形成に係る経費 約43億8千万円

大学からの
ご報告事項について


